
(57)【要約】

【課題】　第１の部分を第２の部分と相補形状で取り外

し可能に結合でき、第１の部分と第２の部分との間の移

行領域を確実にシールできる低コストな装置の提供。

【解決手段】　弾性的な部材（６）は、第１の部分（５

）に設けられた保持リブ（５２）を収容するための通路

（６１）、圧接力によって第２の部分（１２）と相補形

状で結合可能な、係止部材（６２）、及び、係止部材（

６２）の係止後に第３の部分（４）に圧着する、シール

リップ（６３）を有している。第１の部分、例えば、カ

バープレートは、保持リブ（５２）の挿入により弾性的

な部材と相補形状で結合され、その後カバープレートは

弾性的な部材により第２の部分、例えば、プロフィール

部分と相補形状で結合される。シールリップは弾性的な

部材にカバープレートの取付け後にプロフィール部分と

結合された第３の部分、例えば、分離部材のガラスプレ

ートに圧着するように配置されている。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 部 分 （ ５ ） を 第 ２ の 部 分 （ １ ２ ） と 相 補 形 状 で 、 し か し 取 り 外 し 可 能 に 結 合 し 、
か つ 第 １ の 部 分 （ ５ ） と 、 第 ２ の 部 分 （ １ ２ ） に 結 合 さ れ て い る 第 ３ の 部 分 （ ４ ） と の 間
の 移 行 領 域 を シ ー ル す る 装 置 に お い て 、
　 弾 性 的 な 部 材 （ ６ ） が 設 け ら れ て お り 、 前 記 部 材 は 、
　 ａ ） 第 １ の 部 分 （ ５ ） に 設 け ら れ た 保 持 リ ブ （ ５ ２ ） を 収 容 す る た め の 通 路 （ ６ １ ） と
、
　 ｂ ） 圧 接 力 に よ っ て 第 ２ の 部 分 （ １ ２ ） と 相 補 形 状 で 結 合 可 能 な 、 係 止 部 材 （ ６ ２ ） と
、
　 ｃ ） 係 止 部 材 （ ６ ２ ） の 係 合 後 に 第 ３ の 部 分 （ ４ ） に 圧 着 す る 、 シ ー ル リ ッ プ （ ６ ３ ）
と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 弾 性 的 な 部 材 （ ６ ） は 、 １ つ の 片 か ら 形 成 さ れ て お り 、 あ る い は
　 シ ー ル リ ッ プ （ ６ ３ ） が 弾 性 的 な 部 材 （ ６ ） の 残 り の ボ デ ィ （ ６ ６ ） と 接 着 剤 に よ っ て
結 合 さ れ 、 あ る い は 溶 接 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 シ ー ル リ ッ プ （ ６ ３ ） は 、 通 路 （ ６ １ ） と 係 止 部 材 （ ６ ２ ） と を 備 え た 、 弾 性 的 な 部 材
（ ６ ） の 残 り の ボ デ ィ （ ６ ６ ） よ り も 軟 弾 性 的 に 形 成 さ れ て い る の で 、 第 １ と 第 ２ の 部 分
（ ５ 、 １ ２ ） は 相 互 に 相 補 形 状 で 結 合 さ れ た 後 に 安 定 的 に 保 持 さ れ て お り 、 か つ シ ー ル リ
ッ プ （ ６ ３ ） は 第 ３ の 部 分 （ ４ ） に 圧 着 す る こ と に よ っ て 変 形 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 シ ー ル リ ッ プ （ ６ ３ ） お よ び 弾 性 的 な 部 材 （ ６ ） の 残 り の ボ デ ィ （ ６ ６ ） の 弾 性 は 、 材
料 の 選 択 に よ っ て 、 あ る い は 形 状 付 与 に よ っ て 得 ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載
の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 シ ー ル リ ッ プ （ ６ ３ ） は 、 ５ ０ Ｓ ｈ ． Ａ よ り も 少 な い 硬 度 、 好 ま し く は 約 １ ０ Ｓ ｈ ． Ａ
か ら ３ ０ Ｓ ｈ ． Ａ を 有 し 、 弾 性 的 な 部 材 （ ６ ） の 他 の 構 成 部 分 は ５ ０ Ｓ ｈ ． Ａ よ り も 大 き
い 硬 度 、 好 ま し く は 約 ７ ０ Ｓ ｈ ． Ａ か ら ９ ０ Ｓ ｈ ． Ａ を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ４ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ボ デ ィ （ ６ ６ ） お よ び ／ ま た は シ ー ル リ ッ プ （ ６ ３ ） は 、 軟 性 ゴ ム 、 エ ラ ス ト マ ー 、 天
然 ゴ ム か ら 形 成 さ れ 、 シ ー ル リ ッ プ （ ６ ３ ） は 特 に 多 孔 質 ゴ ム か ら 形 成 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 係 止 部 材 （ ６ ２ ） は 、 弾 性 的 な 部 材 （ ６ ） の ボ デ ィ （ ６ ６ ） 内 へ 押 込 み 可 能 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 弾 性 的 な 部 材 （ ６ ） の ボ デ ィ （ ６ ６ ） は 、 軸 方 向 に 延 び る 圧 縮 通 路 （ ６ ４ ） を 有 し て お
り 、 前 記 圧 縮 通 路 は 、 押 圧 力 が 係 止 部 材 （ ６ ２ ） に 作 用 す る と す ぐ に 、 変 形 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ か ら ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 結 合 装 置 を 有 す る カ バ ー 装 置 に お い て 、
　 第 １ の 部 分 （ ５ ） は カ バ ー プ レ ー ト で あ り 、 第 ２ の 部 分 （ １ ２ ） は 、 第 １ の 部 分 （ ５ ）
に よ っ て カ バ ー す べ き 、 場 合 に よ っ て は ２ つ ま た は そ れ よ り 多 い 片 （ １ 、 ２ ） か ら ま と め
ら れ た プ ロ フ ィ ー ル 部 分 で あ り 、 第 ３ の 部 分 （ ４ ） は 、 第 ２ の 部 分 （ １ 、 ２ ） に よ っ て 少
な く と も 片 側 を 保 持 さ れ て い る プ レ ー ト 、 特 に ガ ラ ス プ レ ー ト で あ る こ と を 特 徴 と す る カ
バ ー 装 置 。
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【 請 求 項 １ ０ 】
　 そ の 保 持 リ ブ （ ５ ２ ） に 弾 性 的 な 部 材 （ ６ ） が 取 り 付 け ら れ て い る 、 カ バ ー プ レ ー ト （
５ ） は 、 第 ２ の 結 合 手 段 （ ５ １ ） を 有 し て お り 、 前 記 結 合 手 段 に よ っ て カ バ ー プ レ ー ト （
５ ） が 片 側 に お い て プ ロ フ ィ ー ル 部 分 （ １ ２ ） と 結 合 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
９ に 記 載 の カ バ ー 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 ガ ラ ス プ レ ー ト （ ４ ） と 結 合 さ れ た プ ロ フ ィ ー ル 部 分 （ １ ２ ） は 、 片 側 ま た は 両 側 に そ
れ ぞ れ ２ つ の 、 好 ま し く は そ の 上 端 縁 と 下 端 縁 に 配 置 さ れ た 保 持 部 材 （ １ ５ 、 １ ６ ） を 有
し て お り 、 第 ２ の 結 合 手 段 （ ５ １ ） お よ び 弾 性 的 な 部 材 （ ６ ） に 設 け ら れ て い る 係 止 部 材
（ ６ ２ ） が 前 記 保 持 部 材 と 相 補 形 状 で 結 合 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載
の カ バ ー 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 プ レ ー ト （ ４ ） 、 特 に ガ ラ ス プ レ ー ト を 保 持 す る た め に 用 い ら れ る プ ロ フ ィ ー ル 部 分 （
１ ２ ） を 有 し 、 前 記 プ ロ フ ィ ー ル 部 分 は 請 求 項 ９ か ら １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の カ バ ー
装 置 に よ っ て 、 カ バ ー 装 置 の カ バ ー プ レ ー ト と プ レ ー ト （ ４ ） の 間 の 移 行 領 域 が 密 に 覆 わ
れ る よ う に 、 カ バ ー さ れ て い る 、 分 離 部 材 、 特 に ス ラ イ ド ド ア 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 特 許 請 求 項 １ 、 ９ な い し １ ２ に 記 載 の 結 合 装 置 、 こ の 結 合 装 置 を 備 え た カ バ
ー 装 置 お よ び 分 離 部 材 、 特 に ス ラ イ ド ド ア に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 特 に カ バ ー 装 置 に 関 す る も の で あ っ て 、 そ の カ バ ー 装 置 を 用 い て ガ ラ ス プ レ
ー ト を 保 持 す る た め に 用 い ら れ る 、 場 合 に よ っ て は 目 障 り と な る 取 付 け 装 置 を カ バ ー し よ
う と し て い る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ガ ラ ス プ レ ー ト を 保 持 す る 装 置 は 、 た と え ば 特 許 文 献 １ ま た は 特 許 文 献 ２ か ら 知 ら れ て
い る 。 こ れ ら の 装 置 は 、 ボ ル ト に よ っ て 互 い に 対 し て 摺 動 可 能 な ２ つ の 部 材 を 備 え た ク リ
ッ プ 装 置 を 有 し て お り 、 そ れ ら 部 材 の 間 に ガ ラ ス プ レ ー ト が 摩 擦 結 合 に よ っ て 保 持 さ れ る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ は 、 走 行 装 置 ９ と ガ イ ド ピ ン ９ ０ に よ っ て 上 方 と 下 方 の レ ー ル ７ 、 ７ ０ に 沿 っ て 案
内 さ れ る ス ラ イ ド ド ア を 示 し て い る 。 ス ラ イ ド ド ア は 、 プ レ ー ト ４ 、 特 に ガ ラ ス プ レ ー ト
を 形 状 結 合 で 保 持 す る た め に 用 い ら れ る 装 置 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ２ に 側 断 面 図 で 示 す 、 こ の 装 置 は 、 ガ ラ ス プ レ ー ト ４ の 開 口 部 ４ １ に 挿 通 可 能 な 少 な
く と も １ つ の 支 持 部 材 ３ を 有 し て お り 、 そ の 支 持 部 材 に よ っ て 、 ガ ラ ス プ レ ー ト ４ の 互 い
に 逆 の 側 に 配 置 さ れ て い る 、 第 １ の プ ロ フ ィ ー ル 片 １ と 第 ２ の プ ロ フ ィ ー ル 片 ２ が 互 い に
結 合 可 能 で あ る 。 支 持 部 材 ３ は 、 第 １ の プ ロ フ ィ ー ル 片 １ 内 に 設 け ら れ て い る 収 容 溝 １ ３
内 に 摺 動 可 能 に 保 持 さ れ て い る ヘ ッ ド 部 分 ３ １ と 、 開 口 部 ４ １ を 通 し て 案 内 す べ き 、 ね じ
孔 ３ ３ を 備 え た 結 合 部 分 ３ ２ と を 有 し て お り 、 そ の ね じ 孔 は 第 ２ の プ ロ フ ィ ー ル 部 材 ２ の
結 合 に 用 い ら れ る 取 付 け ボ ル ト ３ ５ を 収 容 す る た め に 設 け ら れ て い る 。 ね じ 孔 ３ ３ の 内 部
に は 、 さ ら に ね じ ピ ン ３ ４ が 配 置 さ れ て お り 、 そ の ね じ ピ ン に よ っ て 支 持 部 材 ３ が 収 容 溝
１ ３ の 内 部 に 固 定 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 っ て ガ ラ ス プ レ ー ト ４ は 、 第 １ の プ ロ フ ィ ー ル 片 １ 内 へ 挿 入 さ れ た 支 持 部 材 ３ に 懸 下
し て 、 所 望 の 位 置 へ 摺 動 さ せ る こ と が で き る 。 支 持 部 材 ３ の 固 定 後 に 、 第 ２ の プ ロ フ ィ ー
ル 片 ２ が 取 り 付 け ら れ て 、 螺 合 さ れ 、 そ れ に よ っ て ガ ラ ス プ レ ー ト ４ が 堅 固 に 挟 持 さ れ る
。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 互 い に 結 合 さ れ る ２ つ の プ ロ フ ィ ー ル 片 １ と ２ は 、 プ ロ フ ィ ー ル 部 材 １ ２ を 形 成 し 、 そ
の プ ロ フ ィ ー ル 部 材 は 上 端 縁 と 下 端 縁 １ ８ 、 １ ９ に 保 持 部 材 １ ５ 、 １ ６ 、 カ ム 、 ガ イ ド リ
ブ ま た は ウ ィ ン グ 片 を 有 し て お り 、 そ れ ら は カ バ ー プ レ ー ト ５ を 固 定 す る た め に 用 い ら れ
、 そ の カ バ ー プ レ ー ト の 下 側 と 上 側 に 、 保 持 部 材 １ ５ 、 １ ６ を 包 囲 す る た め に 用 い ら れ る
ク リ ッ プ 形 状 の 結 合 手 段 ５ １ が 設 け ら れ て い る 。 プ レ ー ト ４ の 振 動 を 回 避 す る た め に 、 ２
つ の プ ロ フ ィ ー ル 部 材 １ 、 ２ と ガ ラ ス プ レ ー ト ４ の 間 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 好 ま し く
は 弾 性 的 な バ ン ド ８ が 設 け ら れ て お り 、 そ の バ ン ド は 取 付 け ボ ル ト ３ ５ を 引 き 締 め る 際 に
軽 く 圧 縮 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 プ ロ フ ィ ー ル 部 材 ２ 内 へ 、 取 付 け ブ ロ ッ ク ９ １ が 挿 入 さ れ て お り 、 そ の 取 付 け ブ ロ ッ ク
は ボ ル ト ９ ２ に よ っ て 付 属 の 走 行 部 材 ９ と 結 合 さ れ て い る （ 図 １ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ２ か ら 明 ら か な よ う に 、 カ バ ー プ レ ー ト ５ を 取 り 付 け る た め に は 、 カ バ ー プ レ ー ト の
側 方 を 上 方 と 下 方 の 保 持 部 材 １ ５ 、 １ ６ を 介 し て 押 し 込 む か 、 あ る い は 第 １ の 上 方 ま た は
下 方 の 保 持 部 材 １ ５ 、 １ ６ 内 へ 片 側 を 懸 下 し た 後 に 、 他 方 側 に お い て 第 ２ の 下 方 ま た は 上
方 の 保 持 部 材 １ ６ な い し １ ５ を 介 し て 案 内 す る こ と が で き る よ う に 、 屈 曲 し な け れ ば な ら
な い 。 カ バ ー プ レ ー ト ５ と プ ロ フ ィ ー ル 部 材 １ 、 ２ の 一 方 と の 相 補 形 状 の 結 合 に 用 い ら れ
る ２ つ の 方 法 は 、 簡 単 に は 実 施 で き な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ か ら さ ら に 明 ら か な よ う に 、 カ バ ー プ レ ー ト ５ を 取 り 付 け た 場 合 に 、 ２ つ の プ ロ フ
ィ ー ル 部 分 １ 、 ２ の 下 方 の 端 縁 は 露 出 し て お り 、 ガ ラ ス プ レ ー ト と 、 ２ つ の プ ロ フ ィ ー ル
部 材 １ 、 ２ に よ っ て 形 成 さ れ る 取 付 け 装 置 と の 間 の 移 行 領 域 に 汚 れ が 発 生 す る 可 能 性 が あ
っ て 、 そ の 汚 れ は そ れ ぞ れ そ れ な り の 手 間 を も っ て 除 去 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 煩 わ し い 汚 れ を 防 止 す る た め に 、 上 述 し た 移 行 領 域 内 に シ ー ル 、 た と え ば シ リ コ ン ペ ー
ス ト を 塗 布 し 、 あ る い は 弾 性 的 な バ ン ド ８ を 、 ２ つ の プ ロ フ ィ ー ル 部 分 １ 、 ２ と 部 分 的 に
や や 重 な っ て 、 そ れ に よ っ て シ ー ル を 形 成 す る よ う に 、 形 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。
　 し か し 、 こ れ ら の 措 置 は 、 付 加 的 な 作 業 と コ ス ト の 負 担 と 結 び つ い て い る 。 さ ら に 、 上
述 し た 措 置 を 講 じ た 後 も カ バ ー プ レ ー ト ５ と ガ ラ ス プ レ ー ト ４ の 間 の 移 行 領 域 は ま だ 露 出
し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 特 許 文 献 １ 】 Ｗ Ｏ ０ ２ ／ １ ０ ５ ４ ４ Ａ １
【 特 許 文 献 ２ 】 Ｅ Ｐ ０ ９ ４ ０ ５ ４ ２ Ａ ２
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 従 っ て 本 発 明 の 課 題 は 、 第 １ の 部 分 、 特 に カ バ ー プ レ ー ト を 第 ２ の 部 分 、 特 に プ ロ フ ィ
ー ル 部 分 と 相 補 形 状 で 、 か つ 取 り 外 し 可 能 に 結 合 で き 、 か つ 第 １ の 部 分 と 第 ２ の 部 分 と の
間 の 移 行 領 域 を 確 実 に シ ー ル す る こ と が で き る 、 コ ス ト 的 に 好 ま し く 形 成 す る こ と の で き
る 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。 さ ら に 、 こ の 結 合 装 置 を 有 す る カ バ ー 装 置 と カ バ ー 装 置 を
有 す る ド ア 部 材 が 提 供 さ れ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 課 題 は 、 請 求 項 １ 、 ９ な い し １ ２ に 記 載 の 特 徴 を 有 す る 、 装 置 と 分 離 部 材 に よ っ て
解 決 さ れ る 。 本 発 明 の 好 ま し い 形 態 は 、 他 の 請 求 項 に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 基 づ く 装 置 は 、 第 １ の 部 分 を 第 ２ の 部 分 と 相 補 形 状 で 、 し か し 取 り 外 し 可 能 に
結 合 す る た め 、 か つ 第 １ の 部 分 と 、 第 ２ の 部 分 に 結 合 さ れ て い る 第 ３ の 部 分 と の 間 の 移 行
領 域 を シ ー ル す る た め に 用 い ら れ る 。 本 発 明 に よ れ ば 、 弾 性 的 な 部 材 が 設 け ら れ て お り 、
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そ の 弾 性 的 な 部 材 は 、
　 ａ ） 第 １ の 部 分 に 設 け ら れ た 保 持 リ ブ を 収 容 す る た め の 通 路 、
　 ｂ ） 圧 接 力 に よ っ て 第 ２ の 部 分 と 相 補 形 状 で 結 合 可 能 な 、 係 止 部 材 、 お よ び
　 ｃ ） 係 止 部 材 の 係 止 後 に 第 ３ の 部 分 に 圧 着 す る 、 シ ー ル リ ッ プ 、
を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 従 っ て 第 １ の 部 分 、 た と え ば カ バ ー プ レ ー ト は 、 保 持 リ ブ の 挿 入 に よ っ て 弾 性 的 な 部 材
と 相 補 形 状 で 結 合 さ れ 、 そ の 後 カ バ ー プ レ ー ト は 弾 性 的 な 部 材 に よ っ て 第 ２ の 部 分 、 た と
え ば プ ロ フ ィ ー ル 部 分 と 相 補 形 状 で 結 合 さ れ る 。 シ ー ル リ ッ プ は 弾 性 的 な 部 材 に 、 カ バ ー
プ レ ー ト の 取 付 け 後 に 、 プ ロ フ ィ ー ル 部 分 と 結 合 さ れ た 第 ３ の 部 分 、 た と え ば 分 離 部 材 の
ガ ラ ス プ レ ー ト に 圧 着 す る よ う に 、 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 従 っ て カ バ ー プ レ ー ト を プ ロ フ ィ ー ル 部 分 と 結 合 し た 後 に 、 カ バ ー プ レ ー ト と ガ ラ ス プ
レ ー ト と の 間 の 移 行 領 域 は 、 密 閉 さ れ る の で 、 カ バ ー プ レ ー ト と プ ロ フ ィ ー ル 部 分 は 相 補
形 状 で 、 か つ カ バ ー プ レ ー ト と ガ ラ ス プ レ ー ト は 摩 擦 結 合 で 互 い に 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 従 っ て 本 発 明 に 基 づ く 装 置 を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 他 の シ ー ル 材 料 、 シ リ コ ン ペ ー ス
ト ま た は ゴ ム シ ー ル の 使 用 を 回 避 す る こ と が で き る 。 そ れ に よ っ て 材 料 が 節 約 さ れ 、 作 業
の 手 間 が 減 少 す る 。 と い う の は 、 カ バ ー プ レ ー ト の 取 付 け に よ っ て プ ロ フ ィ ー ル 部 分 と の
結 合 だ け で な く 、 カ バ ー プ レ ー ト と ガ ラ ス プ レ ー ト と の 間 の 移 行 領 域 の シ ー ル も 行 わ れ る
か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 従 っ て 本 発 明 に 基 づ く カ バ ー を 有 す る 分 離 部 材 、 た と え ば ス ラ イ ド ド ア は 、 問 題 な く き
れ い に す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 煩 わ し い 移 行 領 域 を カ バ ー す る こ と に よ っ て 、 カ バ ー
装 置 を 有 す る 分 離 部 材 の 美 的 に 改 良 さ れ た 外 観 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 シ ー ル リ ッ プ は 、 好 ま し く は 、 弾 性 的 な 部 材 の 残 り の ボ デ ィ よ り も 軟 弾 性 的 に 形 成 さ れ
て い る の で 、 カ バ ー プ レ ー ト と プ ロ フ ィ ー ル 部 材 は 安 定 的 で あ る が 、 取 り 外 し 可 能 に 互 い
に 結 合 さ れ て お り 、 か つ シ ー ル リ ッ プ は ガ ラ ス プ レ ー ト に 圧 着 す る こ と に よ っ て 変 形 さ れ
、 そ れ に よ っ て シ ー ル リ ッ プ は 面 圧 接 に よ り ガ ラ ス プ レ ー ト に 添 接 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 シ ー ル リ ッ プ お よ び 弾 性 的 な 部 材 の 残 り の ボ デ ィ の 所 望 の 弾 性 は 、 弾 性 的 な 部 材 の 各 部
分 の た め の 材 料 を 選 択 す る こ と に よ っ て 、 お よ び ／ ま た は そ の 形 状 付 与 に よ っ て 得 る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 た と え ば 、 シ ー ル リ ッ プ は ５ ０ Ｓ ｈ ． Ａ （ シ ョ ア Ａ ） よ り 小 さ い 硬 度 、 好 ま し く は 約 １
０ Ｓ ｈ ． Ａ か ら ３ ０ Ｓ ｈ ． Ａ を 有 し 、 弾 性 的 な 部 材 の 他 の 構 成 部 分 は ５ ０ Ｓ ｈ ． Ａ よ り 大
き い 硬 度 、 好 ま し く は 約 ７ ０ Ｓ ｈ ． Ａ か ら ９ ０ Ｓ ｈ ． Ａ を 有 し て い る 。 （ シ ョ ア Ａ は 、 規
格 Ｄ Ｉ Ｎ ５ ３ ５ ０ ５ に 相 当 し 、 軟 性 ゴ ム 、 エ ラ ス ト マ ー お よ び 天 然 ゴ ム 製 品 に お い て 使 用
さ れ る ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に 基 づ く 弾 性 的 な 部 材 は 、 好 ま し く は １ つ の 片 か ら 形 成 さ れ る 。 し か し シ ー ル リ
ッ プ を 、 弾 性 的 な 部 材 の 残 り の ボ デ ィ と 接 着 剤 に よ っ て 結 合 し 、 あ る い は 溶 接 す る こ と も
で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 弾 性 的 な 部 材 が １ つ の 片 で 形 成 さ れ る 限 り に お い て 、 た と え ば 適 切 な 材 料 特 性 を 有 す る
２ つ の 母 材 が ま と め ら れ て 、 弾 性 的 な 部 材 の 部 分 領 域 が 所 望 の 材 料 硬 度 を 有 す る よ う に 、
押 出 し 成 形 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 係 止 部 材 は 、 保 持 部 材 に 適 合 さ れ た 形 状 を 有 し て お り 、 か つ 弾 性 的 な 部 材 の ボ デ ィ と 共
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に 好 ま し く は 、 保 持 部 材 上 、 保 持 部 材 の 下 ま た は 保 持 部 材 内 へ 摺 動 可 能 で あ っ て 、 次 に 保
持 部 材 に 相 補 形 状 で 添 接 し な が ら 再 び 弛 緩 す る よ う に 、 圧 縮 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 好 ま し い 形 態 に お い て は 、 弾 性 的 な 部 材 の ボ デ ィ は 、 軸 方 向 に 延 び る 圧 縮 通 路 を 有 し て
お り 、 そ の 圧 縮 通 路 は 、 圧 接 力 が 係 止 部 材 に 作 用 す る と す ぐ に 、 変 形 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 カ バ ー 装 置 は 、 保 持 リ ブ を 有 す る カ バ ー プ レ ー ト か ら な り 、 そ の 保 持 リ ブ 上 に 弾 性 的 な
部 材 が 取 り 付 け ら れ る 。 カ バ ー プ レ ー ト は 、 好 ま し く は 第 ２ の 結 合 手 段 を 有 し て お り 、 そ
の 結 合 手 段 に よ っ て カ バ ー プ レ ー ト は 片 側 に お い て プ ロ フ ィ ー ル 部 分 と 結 合 可 能 で あ る 。
た と え ば 、 カ バ ー プ レ ー ト は 第 ２ の 結 合 手 段 に よ っ て 、 プ ロ フ ィ ー ル 部 分 の 上 端 縁 に 設 け
ら れ て い る 、 上 方 の 保 持 部 材 に 懸 下 さ れ 、 そ の 後 係 止 部 材 は 、 プ ロ フ ィ ー ル 部 分 の 下 端 縁
に 設 け ら れ て い る 下 方 の 保 持 部 材 の 下 を 通 る よ う に 押 圧 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 た と え ば 、 係 止 部 材 を 、 プ ロ フ ィ ー ル 部 分 の 下 端 縁 に 設 け ら れ て い る 下 方 の 保 持 部 材 の
下 を 通 る よ う に 案 内 す る こ と が で き 、 そ の 後 カ バ ー プ レ ー ト が 持 ち 上 げ ら れ て 、 弾 性 的 な
部 材 が 圧 縮 さ れ る の で 、 第 ２ の 結 合 手 段 を 上 方 の 保 持 部 材 の 上 へ 案 内 し て 、 そ こ に 懸 下 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 従 っ て ガ ラ ス プ レ ー ト と 結 合 さ れ た プ ロ フ ィ ー ル 部 分 は 、 好 ま し く は 片 側 ま た は 両 側 に
そ れ ぞ れ ２ つ の 、 好 ま し く は 上 端 縁 と 下 端 縁 に 配 置 さ れ た 保 持 部 材 を 有 し て お り 、 第 ２ の
結 合 手 段 と 弾 性 的 な 部 材 に 設 け ら れ た 係 止 部 材 が そ れ ら 保 持 部 材 と 相 補 形 状 で 結 合 可 能 で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 従 っ て ガ ラ ス プ レ ー ト を 有 す る 分 離 部 材 、 た と え ば ス ラ イ ド ド ア （ 図 １ と ２ を 参 照 ） に
、 本 発 明 に 基 づ く カ バ ー 装 置 を 有 す る わ ず か な ハ ン ド グ リ ッ プ を 設 け る こ と が で き 、 そ の
後 は カ バ ー 装 置 の カ バ ー プ レ ー ト と ガ ラ ス プ レ ー ト の 間 の 移 行 領 域 も 密 閉 さ れ て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 下 、 図 面 を 用 い て 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ は 、 冒 頭 で 説 明 し た 、 ガ ラ ス プ レ ー ト ４ を 備 え た ス ラ イ ド ド ア を 示 し て お り 、 そ の
ス ラ イ ド ド ア は 走 行 装 置 ９ と ガ イ ド ピ ン ９ ０ に よ っ て 上 方 と 下 方 の レ ー ル ７ 、 ７ ０ に 沿 っ
て 案 内 さ れ て い る 。 ス ラ イ ド ド ア は 、 図 ２ に 断 面 で 示 す 、 ガ ラ ス プ レ ー ト ４ を 相 補 形 状 で
保 持 す る た め に 用 い ら れ る 装 置 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ２ に 側 断 面 で 示 す こ の 装 置 は 、 ガ ラ ス プ レ ー ト ４ の 開 口 部 ４ １ に 挿 通 可 能 な 少 な く と
も １ つ の 支 持 部 材 ３ を 有 し て お り 、 そ の 支 持 部 材 に よ っ て 、 ガ ラ ス プ レ ー ト ４ の 互 い に 逆
の 側 に 配 置 さ れ て い る 、 第 １ の プ ロ フ ィ ー ル 片 １ と 第 ２ の プ ロ フ ィ ー ル 片 ２ を 互 い に 結 合
す る こ と が で き る 。 互 い に 結 合 さ れ た ２ つ の プ ロ フ ィ ー ル 片 １ 、 ２ は 、 プ ロ フ ィ ー ル 部 材
１ ２ を 形 成 し 、 そ の プ ロ フ ィ ー ル 部 材 の 上 方 の 端 縁 と 下 方 の 端 縁 １ ８ 、 １ ９ に 、 カ バ ー プ
レ ー ト ５ を 固 定 す る た め に 用 い ら れ る 保 持 部 材 １ ５ 、 １ ６ 、 カ ム ま た は ウ ィ ン グ 片 が 設 け
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ は 、 上 方 と 下 方 の 保 持 部 材 １ ５ 、 １ ６ を 有 す る 、 図 ２ の プ ロ フ ィ ー ル 部 材 の 好 ま し
い 形 態 と 、 本 発 明 に 基 づ く ２ つ の カ バ ー 装 置 を 示 し て お り 、 そ れ ら カ バ ー 装 置 は カ バ ー プ
レ ー ト ５ と そ れ に 取 り 付 け ら れ た 弾 性 的 な 部 材 ６ か ら な る 。 カ バ ー プ レ ー ト ５ は 、 下 側 に
、 弾 性 的 な 部 材 ６ を 保 持 す る た め に 用 い ら れ る 、 軸 方 向 に 延 び る 保 持 リ ブ ５ ２ を 有 し 、 上
側 に は ウ ィ ン グ 形 状 の 結 合 手 段 ５ １ を 有 し て お り 、 そ の 結 合 手 段 は 第 ２ の 結 合 部 材 と し て
、 カ バ ー プ レ ー ト ５ を プ ロ フ ィ ー ル 部 材 １ ２ の 上 方 の 保 持 部 材 １ ５ に 懸 下 す る た め に 用 い
ら れ る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 弾 性 的 な 部 材 ６ は 、 保 持 リ ブ ５ ２ を 収 容 す る た め の 通 路 ６ １ と 係 止 部 材 ６ ２ を 有 し て お
り 、 そ の 係 止 部 材 は 保 持 部 材 １ ６ を 収 容 す る た め に 用 い ら れ る 凹 部 ６ ２ １ と 保 持 部 材 １ ６
を 固 定 す る た め に 用 い ら れ る 突 片 ６ ２ ２ と を 有 し て い る 。 さ ら に 、 弾 性 的 な 部 材 ６ に は シ
ー ル リ ッ プ ６ ３ が 設 け ら れ て お り 、 そ の シ ー ル リ ッ プ は カ バ ー 装 置 を 取 り 付 け た 後 に 、 プ
ロ フ ィ ー ル 部 材 １ ３ に よ っ て 保 持 さ れ る ガ ラ ス プ レ ー ト ４ に 圧 着 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 カ バ ー プ レ ー ト ５ は 取 り 付 け の 際 に 、 た と え ば ま ず 上 方 の 保 持 部 材
１ ５ に 懸 下 さ れ 、 そ の 後 カ バ ー プ レ ー ト ５ の 、 弾 性 的 な 部 材 ６ を 有 す る 下 側 が 下 方 の 保 持
部 材 １ ６ に 対 し て 、 突 片 ６ ２ ２ が 下 方 の 保 持 部 材 １ ６ の 下 を 通 り 、 下 方 の 保 持 部 材 が 凹 部
６ ２ １ 内 へ 滑 り 移 動 す る ま で * 、 押 圧 さ れ 、 そ れ に よ っ て プ ロ フ ィ ー ル 部 材 １ ２ と カ バ ー
装 置 と の 間 に 相 補 形 状 の 結 合 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 シ ー ル リ ッ プ ６ ３ は 、 カ バ ー プ レ ー ト ５ の 取 り 付 け 後 に ガ ラ ス プ レ
ー ト ４ に 圧 着 す る よ う に 、 弾 性 的 な 部 材 ６ に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 従 っ て カ バ ー プ レ ー ト ５ を プ ロ フ ィ ー ル 部 材 １ ２ と 結 合 し た 後 に 、 カ バ ー プ レ ー ト ５ と
ガ ラ ス プ レ ー ト ４ の 間 の 移 行 領 域 は 、 密 閉 さ れ る の で 、 カ バ ー プ レ ー ト ５ と プ ロ フ ィ ー ル
部 材 １ ２ は 相 補 形 状 で 、 そ し て カ バ ー プ レ ー ト ５ と ガ ラ ス プ レ ー ト ４ は 摩 擦 結 合 で 互 い に
結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 シ ー ル リ ッ プ ６ ３ は 、 弾 性 的 な 部 材 ６ の 残 り の ボ デ ィ ６ ６ よ り も 、 好 ま し く は 軟 弾 性 的
に 形 成 さ れ て い る の で 、 カ バ ー プ レ ー ト ５ と プ ロ フ ィ ー ル 部 材 １ ２ は 安 定 的 で あ る が 、 互
い に 取 り 外 し 可 能 に 結 合 で き 、 か つ シ ー ル リ ッ プ ６ ３ は ガ ラ ス プ レ ー ト ４ に 圧 着 す る こ と
に よ っ て 変 形 さ れ 、 そ れ に よ っ て シ ー ル リ ッ プ ６ ３ は 面 圧 着 に よ り ガ ラ ス プ レ ー ト ４ に 添
接 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 シ ー ル リ ッ プ ６ ３ と 弾 性 的 な 部 材 ６ の 残 り の ボ デ ィ ６ ６ の 所 望 の 弾 性 は 、 弾 性 的 な 部 材
６ の 各 部 分 の た め の 材 料 を 選 択 す る こ と に よ り 、 か つ ／ ま た は そ の 形 状 付 与 に よ っ て 得 る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 た と え ば 、 シ ー ル リ ッ プ ６ ３ は ５ ０ Ｓ ｈ ． Ａ （ シ ョ ア Ａ ） よ り 少 な い 硬 度 、 好 ま し く は
約 １ ０ Ｓ ｈ ． Ａ か ら ３ ０ Ｓ ｈ ． Ａ を 有 し て お り 、 弾 性 的 な 部 材 ６ の 他 の 残 り 部 分 ６ ６ は ５
０ Ｓ ｈ ． Ａ よ り 大 き い 硬 度 、 好 ま し く は 約 ７ ０ Ｓ ｈ ． Ａ か ら ９ ０ Ｓ ｈ ． Ａ を 有 し て い る 。
シ ョ ア Ａ は 、 Ｄ Ｉ Ｎ ５ ３ ５ ０ ５ に 相 当 し 、 か つ 弾 性 的 な 部 材 ６ を 形 成 す る た め に 使 用 可 能
な 、 軟 性 ゴ ム 、 エ ラ ス ト マ ー お よ び 天 然 ゴ ム 製 品 に 使 用 さ れ る 。 シ ー ル リ ッ プ ６ ３ の た め
に 、 た と え ば 多 孔 質 ゴ ム も 効 果 的 に 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 し か し 、 シ ー ル リ ッ プ ６ ３ は 、 比 較 的 薄 く か つ 長 く す る こ と も で き る の で 、 シ ー ル リ ッ
プ を ガ ラ ス プ レ ー ト ４ に 対 し て 容 易 に 圧 着 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 弾 性 的 な 部 材 ６ は 、 好 ま し く は １ つ の 片 か ら 形 成 さ れ る 。 し か し 、 シ ー ル リ ッ プ ６ ３ を
、 弾 性 的 な 部 材 ６ の 残 り の 部 分 ６ ６ と 接 着 剤 に よ っ て 結 合 し 、 あ る い は 溶 接 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 弾 性 的 な 部 材 ６ が 、 １ つ の 片 で 形 成 さ れ て い る 限 り に お い て 、 適 切 な 材 料 特 性 を 有 す る
、 た と え ば ２ つ の 母 材 が 一 緒 に さ れ て 、 弾 性 的 な 部 材 の 部 分 領 域 が 所 望 の 材 料 硬 度 を 有 す
る よ う に 、 押 出 し 成 形 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ４ は 、 弾 性 的 な 部 材 ６ を 有 す る カ バ ー 装 置 の 好 ま し い 形 態 を 示 し て お り 、 そ の 弾 性 的
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な 部 材 は 縦 軸 方 向 に 延 び る 圧 縮 通 路 ６ ４ を 有 し て お り 、 そ の 圧 縮 通 路 は 、 押 圧 力 が 係 止 部
材 ６ ２ に 作 用 す る と す ぐ に 変 形 さ れ る の で 、 カ バ ー 装 置 は 問 題 な く 取 り 付 け お よ び 取 り 外
す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 カ バ ー 装 置 の 下 側 を 引 張 る こ と に よ っ て 、 こ の カ バ ー 装 置 を 再 び プ ロ フ ィ ー ル 部 材 １ ２
か ら 外 す こ と が で き る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 取 り 付 け ら れ て い る カ バ ー 装 置 を 上 方 へ 押 し
上 げ る こ と も で き る の で 、 上 方 の 結 合 手 段 ５ １ が 上 方 の 保 持 部 材 １ ５ か ら 外 れ 、 カ バ ー 装
置 を 再 び 除 去 す る こ と が で き る 。 も ち ろ ん 、 同 様 に し て 、 カ バ ー 装 置 を 再 び 取 り 付 け る こ
と も で き る 。 係 止 部 材 ６ ２ が 下 方 の 保 持 部 材 １ ６ に 懸 下 さ れ て 、 そ の 後 カ バ ー 装 置 は 、 カ
バ ー プ レ ー ト に 設 け ら れ て い る 第 ２ の 結 合 手 段 ５ １ が 、 プ ロ フ ィ ー ル 部 材 １ ２ に 設 け ら れ
て い る 上 方 の 保 持 部 材 １ ５ 内 へ 導 入 で き る ま で 、 上 方 へ 押 し 上 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ６ は 、 弾 性 的 な 部 材 ６ の 詳 細 を 示 し て い る 。 シ ー ル リ ッ プ ６ ３ が 下 方 と 上 方 の リ ッ プ
６ ３ １ ； ６ ３ ２ か ら な る こ と が 示 さ れ て お り 、 そ れ ら リ ッ プ は カ バ ー 装 置 の 取 り 付 け 後 に
広 げ ら れ て 、 ガ ラ ス プ レ ー ト ４ に 対 し て 広 く 圧 着 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 発 明 に 基 づ く 結 合 装 置 を 、 好 ま し い 形 態 で 説 明 し 、 か つ 表 示 し た 。 し か し 、 本 発 明 に
基 づ く 考 え 方 を 用 い て 、 専 門 家 と し て の 他 の 形 態 が 実 現 可 能 で あ る 。 特 に 、 装 置 部 分 の 種
々 の 形 態 と 寸 法 が 選 択 可 能 で あ り 、 か つ そ れ を 形 成 す る た め に 種 々 の 形 成 材 料 を 使 用 す る
こ と が で き る 。 弾 性 的 な 部 材 ６ は 、 さ ら に 、 第 １ と 第 ２ の 部 分 の 間 の 相 補 形 状 の 結 合 が 、
付 加 的 な 結 合 部 材 な し で 可 能 で あ る よ う に 、 形 成 す る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 図 １ 】 走 行 装 置 ９ と ガ イ ド ピ ン ９ ０ に よ っ て 上 方 と 下 方 の レ ー ル ７ 、 ７ ０ に 沿 っ て 案 内
さ れ る ス ラ イ ド ド ア を 示 し て お り 、 そ の ス ラ イ ド ド ア に は ガ ラ ス プ レ ー ト を 保 持 す る 装 置
が 設 け ら れ て い る 。
【 図 ２ 】 ２ 部 材 の プ ロ フ ィ ー ル 部 材 １ ２ を 有 す る 、 図 １ の 装 置 が 側 面 図 で 示 さ れ て お り 、
プ ロ フ ィ ー ル 部 材 に は カ バ ー プ レ ー ト ５ ’ が 固 定 さ れ て い る 。
【 図 ３ 】 好 ま し い よ う に 形 成 さ れ た 上 方 と 下 方 の 保 持 部 材 １ ５ 、 １ ６ を 有 す る 、 図 ２ の プ
ロ フ ィ ー ル 部 材 １ ２ を 示 し て お り 、 保 持 部 材 に は 、 カ バ ー プ レ ー ト ５ と 弾 性 的 な 部 材 ６ か
ら な る 、 本 発 明 に 基 づ く カ バ ー 装 置 を 固 定 す る こ と が で き る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の カ バ ー 装 置 の 好 ま し い 形 態 を 示 し て お り 、 カ バ ー 装 置 の 一 方 は 上 方 で プ ロ
フ ィ ー ル 部 材 １ ２ に 懸 下 さ れ て お り 、 下 方 で は プ ロ フ ィ ー ル 部 材 １ ２ に 対 し て 押 圧 さ れ る
。
【 図 ５ 】 図 ４ の カ バ ー 装 置 を 示 し て お り 、 そ の カ バ ー 装 置 の 一 方 は 、 下 方 で プ ロ フ ィ ー ル
部 材 １ ２ に 懸 下 さ れ て お り 、 少 し 持 ち 上 げ ら れ て 、 上 方 で プ ロ フ ィ ー ル 部 材 １ ２ に 対 し て
押 圧 さ れ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ の 形 態 の 弾 性 的 な 部 材 ６ を 示 し て い る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
１ … 第 １ の プ ロ フ ィ ー ル 片
１ １ … プ ロ フ ィ ー ル 部 材 １ ２ の 上 方 部 分
１ ２ … 第 １ と 第 ２ の プ ロ フ ィ ー ル 片 １ 、 ２ か ら な る 、 プ ロ フ ィ ー ル 部 材
１ ３ … 収 容 溝
１ ４ … プ ロ フ ィ ー ル 部 材 １ ２ の 下 方 部 分
１ ５ … 上 方 の 保 持 部 材
１ ６ … 下 方 の 保 持 部 材
１ ８ … プ ロ フ ィ ー ル 部 材 １ ２ の 上 端 縁
１ ９ … プ ロ フ ィ ー ル 部 材 １ ２ の 下 端 縁
２ … 第 ２ の プ ロ フ ィ ー ル 片
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２ ２ … 取 付 け リ ブ
３ … 支 持 部 材
３ １ … ヘ ッ ド 部 分
３ ２ … 結 合 部 分
３ ３ … ね じ 孔
３ ４ … ね じ ピ ン
３ ５ … 取 付 け ボ ル ト
４ … ガ ラ ス プ レ ー ト
４ １ … ガ ラ ス プ レ ー ト ４ の 穴
５ … カ バ ー プ レ ー ト
５ １ … 結 合 手 段
５ ２ … 保 持 リ ブ
６ … 弾 性 的 な 部 材
６ １ … 保 持 リ ブ ５ ２ を 収 容 す る た め の 通 路
６ ２ … 係 止 部 材
６ ２ １ … 凹 部
６ ２ ２ … 突 片
６ ３ … シ ー ル リ ッ プ
６ ３ １ … 上 方 リ ッ プ
６ ３ ２ … 下 方 リ ッ プ
６ ４ … 圧 縮 通 路
６ ６ … ボ デ ィ
７ … 上 方 の ガ イ ド レ ー ル
７ ０ … 下 方 の ガ イ ド レ ー ル
８ … 弾 性 的 な バ ン ド
９ … 走 行 装 置
９ ０ … ガ イ ド ピ ン
９ １ … 取 付 け ブ ロ ッ ク
９ ２ … 結 合 ボ ル ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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